








オアシス 訪問する びに、鳩摩羅什（以後、羅什と表記する）や法顕や玄奘ゆかりの遺跡に遭遇し、とくに、天山南路に羅什の伝説が多いことに気付いた。また、我が国の正倉院にも、羅什訳の漢訳仏典が、２５０巻以上あるこ が分かった。
ところで、平成
23年（２０１１）２月３〜５日、インドのニューデリーのインディラ・ガンジー国立芸術センターで、 「鳩


































出土の「法華経」写本を直接参観することができた。白樺の樹皮に直立グプタ文字で美しく書写された経典からは、先人の労苦が滲み出てくるようで 館長の許可を得てその一部を写真撮影させて頂いた。本稿 は、羅什の歩い 町や村の歴史や文化を、その人生と重ね併せて報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１節 　鳩摩羅什の父、羅炎について
鳩摩羅炎は、天竺の人で代々宰相の地位を約束された名門貴族の出身である。具体的にいずれの地域かは不明であるが、





































えた我が身のゆく末を考え、これから遥か遠くの漢土まで旅する自信が無くなりつつあった。パミール 氷河や白雪の嶺々を越えた時の厳しい実体験を思うと、これからのタクラマカンやゴビの竜巻や砂嵐や流沙など、その何倍も 困難を伴う中国への旅路を乗りきる勇気がなくなったとも考えられる。また 長安まで辿り着いたとしても、漢語のできない羅炎にとっては、訳経どころか布教することさえおぼつかな 。毎日の生活にも不自由することは火を見るより明らかである。そ ゆえに、耆婆と結婚 、やがて生まれてくるであろう我 子に、漢土での弘教の使命を託そうと思ったようである。耆婆の愛を受け入れ、羅炎は還俗し 結婚した。亀茲国の人々は、国師が僧侶をやめて在
家になった事実に接し、驚嘆し複雑な思いにとらわれたことであろう。
西暦３５０年、男子が誕生、幼い頃から優れ、 「童寿」 「神童」と呼ばれた。名前は父母にあやかり鳩摩耆婆と名付けら
れ、音写して拘摩羅耆婆、鳩摩羅什、究摩羅什、究摩羅耆婆、鳩摩羅什婆とも表記された。耆婆は夫の愛に包まれ、恵まれた家庭生活を過ごしていた。しか ある時、外出し墓所を遊観 人骨がいたるところに飛散しているさまを見て無常を感じ、出 得道を誓ったと言われている。また 一説によれば、次男が早逝し死体を抱いて墓地へ行ったところ、出家の心が湧き上がってきたともいう。
出家したい思いを、兄の白純王や夫の羅炎に伝えたが強く反対された。そのため、耆婆は己れの意思を貫くため 断食を























































みは堅い日干しレンガで建てられており、まるで天空の城のようである。標高は、３１００メートル、城内は静寂に包まれ、今は住む人もなく荒涼としている。漢代の水瓶、壺 皿等 破片が散乱しており、葱嶺守掟城と呼ばれた唐代のものが一番多く見られた。しかし、あまり も破壊されていて 官署跡や庶民街といった区別 分から い ただ、仏塔のみが だ朽ち果てず聳えていた。
タシュクルガン（塔什庫爾干）は突厥語で、アルタイ語系のトルコ語派を母国語とするウイグル語であるが、住民のほと












翔に入り、その後、平涼、会寧、靖遠、蘭州に至って炳霊寺を参観している。法顕は長安にいた時から羅什の名声を知っており、当時、羅什が涼州に滞在していることは分かっていたはずである。ところが、どうしたことか蘭州から涼州へかけての幹線ルートを通らず、蘭 を出るとすぐに、禿髪利鹿狐の領する西平（西寧）に行き 養楼山を越えて張掖（甘州）に入っている。妻帯し堕落したという噂のある羅什 接したくない気持ちが働いたのかも知れない。法顕は張掖、酒泉を経て敦煌に進み、玉門関を出てロプ・ノール 北岸より楼蘭（クロライナ）に入った。当時は
鄯
善と呼ばれ、国王は厚く仏教を















































ある。 『広弘明集』巻二十三、僧肇撰『法華翻経後記』の「鳩摩羅什法師誄」によれば、羅什は師より「梵本を付嘱して言わく、仏日西に入り、遺耀まさに東北に及ぶ。この典は東北に於て有縁なり。汝慎んで伝弘せよ」との法華経流布の付嘱を受けてい この出典については、後世の仮託であるとの説があることは知悉している。羅什の没年が明記されているにもかか らず、 『高僧伝』にも『出三蔵記集』にも『晋書』にも出て ない。記述内容も仏教と道教を「二教または賓なり」と記すなど、全体としての中唐の宗教観で叙述されている。唐の貞元
15年（７９９）に撰述された『貞元録』巻６が初










は、後漢に造営され トクズサライ仏教寺院がある。羅什が訪れた時期は、シルクロード交通の要衝の地に位置することから、天山南路の一大仏教拠点として隆盛を極めていた。王城の北の高台には仏塔が林立し 宿坊は参詣する人々であふれ 仏殿から 読経が止むことがなかった。
トクズサライ仏教寺院については、フランスのぺ


































































王へのねばり強い説得を試みた 羅什も王族の一人として、 「宜しく之を恭承すべし。其の鉾に抗すること勿れ」と、呂光軍と対決することの愚かさ 説い しかし、白純王は姑墨、疏勒 尉頭など西域諸国が救援 軍を派遣してくれるであろうことを期待、さらに、遠征軍は流沙を渡ってやって来 のだから 体力を消耗しているであろうと判断し 総攻撃を加えた。しかし３８４年７月、亀茲 敗北、白純王は殺され、弟の白震が傀儡の国王として即位するこ になる。
亀茲を攻略した呂光は、羅什の歳がまだ若く、平凡な人物とみて堕落させようとした。密室に閉じこめ飲酒させ、王女と
淫を結ばせよ と たのであ 。しかし「什、常に忍辱を懐き 曽て異色なし」との姿に接し、呂光も慚愧の念をいだき、以後、羅什への威圧を止めたという
思うに、羅什の出生年は西暦３５０年である。それに対して、この事件は西暦 ４ 、羅什
34歳の時の事である。それ
なのに「其の年、尚少きを見て、乃ち凡人とな て之に戯れ、強いて妻わすに亀茲の王女を以って り」 （ 『出三蔵記集』 ）との記述の中、私は「 」 文字に注目した 。 「尚」は「その上に」の意で、以下に続く「少き」を強調する役目を果たしている。こ 点
34歳の壮年を「尚少き」と記述するのはおかしいと思う。 　　　　　　　　　　　　　　
羅什を破戒僧として認識している初見は、５０４年成立の『出三蔵記集』と ５１９年に書かれた『高僧伝』である 羅












































出土文書によると、王国の滅亡は、丁零 攻撃を受け 住民がことごとく離散 た西暦４９２年となっている。亡国 要


































































































































での訳経は、安世高や竺法護など多くの先人によってなされてきたが、しかし 「文製古質にして、未だ善美を尽さざるを恨み、迺ち更に梵本を臨みて、重ねて宣訳を為す」 （ 『高僧伝』 ）とあるごとく、きわめて不備なものであった。そこで、羅什は大いなる決意 勇気を燃えたぎらせ 新
訳（注７）
を試みたのである。経典









を両訳して、文旨を交弁せり」と記している。音律と格調にも意を注いで翻訳し、 『高僧伝』は、 「言葉がそのまま文章となり、削ったり改めたりすることもない。表現比喩は美しく簡約 して、玄妙深遠である」と記している。僧叡は、 「今や羅什の新訳 得て、晴れわたった崑崙山上から、下界を俯瞰し得たようだ」 （ 「法華経序」 ）と伝えている。
このように、羅什訳の経典は、格調高く簡潔流麗、詩を重んずる漢土の人々の渇仰に十分応え得るものだった。しかし、
必ずしも漢土の僧たちが 羅什を尊崇していたわけではな 。一時は門下に入ったものの、我見や怨嫉が生じ信心を狂わせ叛逆する者 出た。さらに、羅什が死去し のちさまざまな葛藤が生じ、師弟の誓いを破り、東晋の謝石が建立した道場寺の慧観のもとに集まり、反目する勢力の一員となった者もいた。仏駄跋陀羅・智厳・宝雲・智猛・曇纂らのように、徒党を組んで長安 羅什一門に敵対 悪口する僧侶集団も出 る。
そうした中、道生は建業 竜光寺にあって『五分律』の執筆参正をしていたが、讒言によって国家権力により蘇山に流さ




































什の翻訳した「法華経」は、はやくも翌年には河西回廊に伝わって書写されている。また、新疆ウイグル自治区のトルファン（高昌国）のベゼクリク千仏洞に、ある日、大雨が降り洞 中まで水が入った。土砂が流され窟室の地中に埋められていた瓶が発見され、その中に奉納されてい のが羅什訳の完成後、１５３年（５５９年）に書写された法華経普門品である。あまりにも貴重である で、中国の一級文物に指定されている。












無導。有寺名達慕藍、百七十僧、北山寺名至隷藍、六十僧、剣慕王新藍五十僧、温宿王藍七僧、右四寺、仏図舌彌所統。寺僧皆三月一易屋床座、或易藍者。未滿五臘、一宿不得無依止。王新僧迦藍九十僧、有年少沙門 字鳩摩羅什、才大高明大乘学、與舌弥是師從、而 阿含學者也。 」と述べている。
（注３）西域諸国が競って羅什の教説を求め、その来訪を切望している様子を『訳経図記』は、 「西域諸王、請什進説。必長跪座側、命什踏而登焉。 」と記している。（注４）クチャの仏教については、羅什の努力により一時は大乗仏教を信奉する者も多くいた。しかし、羅什が呂光と共に長安に去ってからは、再び小乗仏教にもど
っている。その様子を『大唐西域記』巻１、屈支国条には「伽藍百餘所 僧徒五千餘人。習學小乗教説一切有部。經教律儀、取則印度。其習讀者、即本文矣尚拘漸教、食雜三淨、潔耽翫。人以功競 」と記している。






七年、或云八年、或云十一年。尋七与十一 字或訛誤、而譯經録傅猶有十一年者、恐雷同三家、無以正焉。 」とある。 『広弘明集』巻二十三には「癸丑の年、年七十、 四月十三日」 、すなわち４１３年に大寺で薨じたとある。
（注９）１９９４年９月、新疆亀茲石窟研究所において、鳩摩羅什誕生１６５０周年国際学術討論会が開催された。私 出席し が、この時 「１６５０」の根拠は、
僧肇撰『鳩摩羅什法師誄』や、唐の智昇の『開元釈教録』に基づいて、西暦３４４年出生説をとっての開催であった。
（本文中の写真はすべて筆者撮影）
